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研 究 主 題

生徒が主体的に活動 し、互 いに高めあえ る特別活動一
1主 題設定の理由

流動 的 で変化 の激 しい現在の社 会の中で、今教 師の指導 に求 め られて いる ものは、人 間性豊

かな心 を育 み、主体 的 に物事を考 え、学 び、行動 しよ うとす る資質や能 力、態度 を身 につ け さ

せ ることであ る。

しか し、現在の生 徒をみ ると、受 け身的 に物事 を考え た り、 自分だ けよ ければ とい う価 値判

断 で行動 す ることが少 な くない。その背景 には、自分 の興 味、関心 は何 か、 自分 はど うあ るべ

きか、友 人 との関わ りの中で学級 ・学校生活 をど う充実 して い くかがわか らないのではな いか

とい うことが考 え られ る。

したが って学校 で は、生徒 の興 味、関心 を深 め、活動意 欲を育て るとともに、友人 との人 間

的 な触 れ合 いの中で、 自 ら考 え、判 断 し、行動 して い く態度を培 うことが大切で ある。

そ こで私達 、特別 活動研 究部 会 は、生徒一人一人が 自 ら目的意識 を持 って物事 に取 り組 み、

自主的 、実践 的な活動 を積 み重 ね ることによ って、 この課 題解決 を図 ろうと考え、研究主 題 を

「生徒 が主体的 に活動 し、互 いに高 めあえ る特別活動」 とし、生 徒会活 動 と学級 活 動 の研 究実

践か ら本主題 に迫 った。

II第1分 科会

「生徒会組織間の有機的な連携を図 り、生徒一人一人の意欲を高める指導の工夫」

1副 主題設定 の理 由

生徒会活動 は、全生徒 の もっ問題意識や意見を反映 した、 自発 的、 自主 的な活動 が展開 で き

るよ うな組織 を基盤 として成 り立っ のが望 ま しい。

しか し、生徒会活動 の具体 的な実践活動を推進す る各種委員 会 は、 もっぱ ら担 当教 師 の主 導

の もとに個 々独立 して活動 す る傾 向にあ り、学校全体で組織 的な連携 を図 りなが ら活 発 に展 開

す る ことが少 ないのが現状 であ る。

その結果 、生徒一 人一 人の意見 が反映 され に くくな った り、例 えば、学級 の問題 を全校規 模

で取 り上 げ改善 してい く機会 を見 いだす ことがで きな いとい った問題 が生 じてお り、生徒 の中

には、生徒会活動 の必要性 を感 じなが らも、 自 ら積極 的に関わ ろうとい う意欲 が失 われっ っ あ

る。

一方 、 このよ うな状況 の背景 には、教師側 に、生徒会活動 の意義 ・ね らいの共通理 解 が乏 し

い、主体性 を育 て る援助 の工夫 が少 ない、生 徒会活動 への意識 の希薄 などの問題 もあ るこ とは

見過 ごせ ない。

そ こで本分科会 では、生徒会組織間 の有機 的な連携 を深 め ることによ り、生徒一 人一人 が よ

り多 くの活躍 で きる場 を与 え、成就感を味わわせ、生徒会活動 を活発化 させ る工夫 が必要 で あ

ると考 え、本副主題 を設定 した。
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2研 究の 内容

(1)研 究構想 図

主 題

生徒が主体的に活動 し、互いに高めあえる特別活動

生 徒 の 実 態

・生徒会活動への積極的な参加意

欲が乏 しい

・各種委員会活動が不活発

・組織間の連携がとれていない

教 師側 の現 状 と課 題

・生徒の主体性を育てる援助の工夫

が少ない

・生徒会活動への意識の希薄

・共通理解が乏 しい

生徒会組織間の有機的な連携を図 り、生徒一人一人の意欲を高める指導の工夫

仮 説

生徒一人一人の意見をくみとり、委員会組織間の連携を生か した活動を工夫す

ることにより、生徒会活動への意欲が高まるであろう

研 究 内 容 ・ 方 法

可
1

9
臼

0
0

4

研究構想図

実態調査

委員会組織間連携の工夫

活動実践例
・体育委員会

・生活委員会

・放送委員会

研 究 の ま と め と 今 後 の 課 題

研究の成果 とまとめ……今後の課題
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② アンケー トの結果 と分析

次 の グラフは生 徒を対象 に実施 した生徒会活動 に関す る意識調査で ある。(3校999名)

生徒 会活動 の必要性 は9割 もの生徒 が感 じてい る。一方、生徒会活動へ の関心 ・意欲 ・協

力態度 の うかがえ る生徒 は、全体の ほぼ半数 であ る。 ここか らは、必要性 を感 じなが ら、 も

うひ とっ積極 的 にかかわ ろうと しない生徒 の姿 が受 けと られ る。生徒 の関心 ・意欲 を高 あ る

ための工 夫の余地が残 されて いるといえ る。

ところで、 自校 の生徒会活動 に対 して は、約7割 の生徒 が 「活発 である」 とみてい る。 し

か し、その うちの ほぼ半数 の生徒 は 「一部 が活発」 と捉えてお り、 それぞれの活動 が全校 規

模 で連携 す ることな く、個 々独 自に活動 してい ることが多 いとい う実態が うかがわ れ る。

また生徒 は、「委員会 がお互 いに協力 しあって活動 した ほうがよい」(7割)「 みん なの意

見 が反 映 された ほ うが よい」(8割)「 学級 も協力 したほ うが よい」(7割)と 答 え る傾 向 に

あ る。生 徒 自身 は一部の委 員会や本部役員 だけで個 々に活動をすす あるよ りも、委員会相 互

が連携 しあい、学級 も生徒 会活動 の基盤 とな り、 さ らに生徒 一人一人が生徒 会活動 と密接 に

かかわ ることに よって、よ り良 い学校生活 を送 る ことがで きると考えて いるので ある。

したが って、生 徒会活動 を活性化 させ 、生徒一人一人の参加意 欲を高め るため には、指 導

上 の工夫 として、生徒会組織 間の有機的 な連携を促す方法 を取 り入れ ることが必要 にな って

くる。

生徒会活動の意識調査

① あなたは学校生活をよりよくするための生徒会(委 員会)活 動

が必要 だと思いますか。

ア 絶 対 に必要 だ と思 う

イ あ る程度 は必 要 だ と思 う

ウ あま り必 要 だ とは思 わ ない

全体359

(単位名;%)

54.9

ロア

國イ

ロウ

ロエ

9.7

② あな たは生 徒会(委 員会)活 動 に関心 を も って います か。

ア とて も関心 を もって いる

イ 多少 関心 を もってい る

ウ あ ま り関心 が な い

エ ま った く関心 が ない

全体10

④ 生 徒会(委 員会)活 動 が さ らに活 発 にな るに はど うすれ ばよ

い と思 います か。 それぞ れの項 目で、あ なた の考 え に近 いほ

うを選 ん で くだ さい。

a

ア 委員会がお互 いに協力 し

あって活動 したほうがよい

全体[==一
イ それぞれの委員会が独自に

活動 したほうがよい

s 31.41.12

③ あなたの学校の生徒会(委 員会)活 動は活発に行われていま

すか。

ア 全体 的 に活発 であ る

イ ー一部 の委 員会 は活発 で あ る

ウ あま り活 発 では ない

工 活動 して いるのが わか らな い

全体33 61154154

b

ア み ん なの意 見が反映 された

ほ うが よい
全体

イ 本部 役 員だ けで活動 につ い

て考 え たほ うが よい

69.7 16.31

C

ア 委員会の活動は学級 も協力

したほうがよい 全
体〔='/

r%

イ 委員会の活動は委員だけで

活発 に取 り組んだほうがよい
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(3>委 員会組織 間の連携 の工夫

ア 生徒会本部役 員会の方針 の もと、生徒会組織間 の明確 な流れを作 る。

具体 的に は、下 表の組織 図の流 れを もとに活動す る。

イ 各種委員会 の具体 的活動 目標 を達成 させ るために各委員会の協力体制 を確立す る。

各種委員会活動 の実践 と、その反省 を もとに して、各委員会で再検 討案を作成 し、 それ

ぞれ協力 した活動 を実践す る。

ウ 教師間 の連携 を深 ある。

・学年 会、職員会議で の共通理解を促進す る

・学級担 任教師へ の協力を依頼す る

(生徒会組織間の流れ)

1生徒 会本 部1

1

i中央委員 会1

t

各専門委員会

1

1学級討講

t

各専門委員会

1各専門委員会】

t

匝 央委員会1

・前回の反省を もとに生徒 自身 によ る学校生活 向上 と充実 の ため の

企画、立案

・生徒会組織間の流 れの総括(各 学級 、各専門委員会間 の連 絡調 整)

・本部提 案 各専門委 員会、学級 への要望

・前回の反省 と本部提 案及 び要望 を受 けて活動方針 、内容 を検討

・本部 、各専 門委員会 への質問、意見、要望

・各学級 か ら出た要望 も受 け検討

t

生 徒 総 会 ・討議、承認

1

1

1各専門委員会i

・全校生徒へ の呼 びか け、実施(観 察 ・施行期 間)

1

・観察、施行期間の反省、改善策 の検討

・具体 的方策 と他 の委員 会への協力依頼検討

・本部 及 び他 の委員 会への協力依頼 、承認 と協力 の強化

以 後、評 価(反 省)

・他 の専 門委員会 との有機的連携、全校生徒へ の呼 びか け、実施

t

・実施 を繰 り返 しなが ら実態 にあ った活動 を深 めて い く
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(4)活 動実践 例

ア.A中 体育 委員会 「ボ ール貸 し出 し」 の取 り組 みにつ いて 一 一

前期体育委員会 の活動方針 ・活動内容の一っ と して、rボ ールの貸 し出 し」 が上 げ られ た。

本校 では、校庭 に出て昼休 みを過 ごす生徒が あまり見 られなか った。狭い教室でふざけた り、

廊下 で走 り回 った り して、それによ る問題点 もい くっか出 された。そ こで、体育委員 会が運

動 など昼休 みを有効 的に過 ごす一方策 と して ボールの貸 し出 しを行 うことを計画 し実施 した。

その結果く前期体育委員会 では下記 のような反省点 があげ られた。

「薫 一.昼 休籍校灘 麟 綴 亀.「
・校 舎 内 で の 、ふ ざ け に よ る事 故 や 怪 我 も少 しず っ 減 って きた

改 善 した い点 ・午 後 の授 業 に遅 れ る人 が い る

・ボ ー ル の使 い方 の マ ナ ー に欠 け る人 が い る

L______望 貸 し出しの手続 き鰍 底でき.なか竺

一
1生 徒会本部藤

体育委員会 とし

1て の方針

学級討議での意見

璽

i中央委員会1

程関係す る委員会:

一__

(後 期体育委員会の取 り組 み)… コ

・反 省 点 を いか し、 ボ ー ルの 貸 し出 しを積 極 的 に す す めて ほ しい

1

・生 徒 手 帳 に よ って 貸 し出 しの 手続 きを す る

・ボ ー ル の貸 し出 しや、 使 用 の マ ナ ー にっ いてPR活 動 を す る

・ボ ー ル の貸 し出 しを活 発 にす るた め に他 の委 員 会 に も協 力 して も ら

う

t

。責 任 を も って ボ ー ルの 貸 し出 しを 継続 して ほ しい

・他 の委 員 会 に も協 力 して も ら うと は、 どの よ う にす る のか

t

・学 級 か らの質 問 、 意 見 に対 す る検 討

t

生 徒 総 会

i

*関 係 す る委員会へ の協力依頼 ・学 級委 員会…昼休 みの過 ご し方 にっ

体 づ くりPR・ 生活委員会…午後 の授 業のチ ャイム着席の呼 びか け

1

全校生徒へ の呼 びか け

↓

実施(観 察 ・施行期 間)

↓

観察 ・施 行期間の反省

いて ●放送委員会 …当番の確認 とPRの 放送 ・保健委員会 …顯 なi

ー
…
1

…
」
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0本 事例 の特色

後期体育委員 会で は、前期体 育委員会の反 省点 を生 か した貸 し出 しを行 え るよ うに以下 の よ

うな活動方針 を立 て、他の委員 会 に協力 を依頼 した。

ア 学級委 員会へ は、単な るボールの貸 し出 しに とらわれ ることな く、昼休 みの過 ご し方 に

っ いて、生 徒が考 え られ るよ うな場面 の設定 と工夫 を してほ しい。

イ 放送委 員会へ は、体育委 員 自身が当番 を忘れず、責任 を もって活動 で きるように担 当者

名の放送 とボールの貸 し出 しのPR放 送 を して もらう。

ウ 保健委 員会 にはPRポ スターを掲示 して もらう。 さいわい保健委員会 の活動方 針 の中 に

「健康 な体をっ くろ う」 とい うPR活 動が盛 り込 まれて いたので早速協力 して もらえた。

工 生活委員 会へ は、午後 の授業への遅 れが心配 され るので、チ ャイム着席 の呼びか けを し

て も らうことに したが、継続的 に活動 してい る内容 なので、あわせて協力 して もらえた。

活動途 中で はあ るが、観 察 と調査結果か ら体育委員 が次 のよ うな感想 を もっていた ことが わ

か った。

●

●

●

他 の委 員会 と活動の ペースを合わせ るのが難 しか った けど、保健委員 会 と放送 委員 会 は

私 た ちと一 緒 にすす あ られて よか ったです。

体育委 員会だ けで はや りきれ なか った ことも、他 の委員 会が カバー して くれたおか げ で

無理 な くスムーズにで きた。

前期 よりもず っと活発 になったと思 います。

学級委 員会や生活委員会 も今準備をすすめてい るか ら、前期 に出た反 省点 は少 しず っ よ

くな って い くと思 います。

これか らもっと活動を深 めるために、 いろいろな新 しいアイデ アを提案 して、協力 を呼

びか けて いきたいです。

今後 、生 徒 に期 待す る ことは、

① 自分の所属 して いる委員会が活動 して いる事柄 は、委員 会独 自の もので あるとい う意識

か ら、互 いの活動 はつ なが りを もって いるという意識 を もっ。

② そのっ なが りをふ まえて、互 いの委 員会の活動 を取 り入れ る工夫 をす る。

③ 単 独の活動 よ りも、効率的 に内容の濃 い活動 がで きることを理解 す る。

④ 連携 した活動 によって成就感を味わ う。

しか し、以下 のよ うな課題 も残 った。

①取 り組 み に直接 関係 して いな い生徒 へ は、委員 会間の連携活動 にっ いて十分理解 させ るま

で至 って いない。取 り組 みにつ いての紹 介がで きる場面 を多 く設定 して い く必要 が ある。

② 関係 す る委員 会で は、それ以外の活動 があ るたあ同 じペースで進 め ることがで きなか った。

③綿密な活動計画と、委員会担当教師 ・学級担任教師 との協力体制を築 くことが不可欠 で ある。

④委員 会間の連携 を生 か した活動が流 れにの るまでには、あ る程度 の時間が必要であ る。

今後 さ らに、他の委 員会 との連携 をすすめ ることによ って、活動 の場面 を広 げ、活発 な活

動 の雰 囲気 づ くりにもっなげ られれば と考 え る。

生徒 の委員 会活動 への考 え方や意識 が向上 す ることによ り、生徒会活動全体 が、 よ り活 性

化 していけ るよ う指導 をすすめて いきたい。

一7一



イ.B中 生活委員会一
1生 活委員会

彊

峰鎧

チ ャイ ム着 席 の 取 り組 み に つ い て 一 一 ・一

(鵬 の取 粥 み)1

チ ャイム着席の キ ャンペ ー ン活動

・他 の委員会 と協力 してチ ャイム着席 を守 れるよ うにす る

・チ ャイム着席の ポスターや標語 を掲示 し、意識 を高 め る

・点検活動 によ り啓発活動 を してい く

1

生徒 の実態把握

・チ ャイム着席 がで きて いな い生徒 の実態把握

t

生活委員 会か らの提案 ・協力依頼

・生活委員会 チ ャイム着席 の呼びかけ と一般生徒 ヘ ポスターと標語

の募集

・本部役員会 活動 のバ ックアップ と全校へ の呼 びかけ

・学級委員会 授業の準 備の呼びかけ

・美化委員会 机 の整頓 とゴ ミ拾 いの呼 びかけ

・放送委員会 昼 の放送 による呼 びか け

t

中央委員 会で決定 した内容を伝え、共通理解 と協力体制を はか る

l

lE璽]中 央委員会で決定 した内容を伝え、共通理解と協力体制をはか る

1:難:灘 畿::難 寡鷺 ける
t

'懸 」員 会
・各 ク ラろ」 実施(観 察 ・施行期間)

t

観察 ・施行期間 の反省

1'よ か った点
1・ 改善 したい点(活 動を見直す必要があるかどうか)

1↓

i
匡魏 、 反省をうけて実施内容の検討

1

1臓 評価(反 省)'難 を繰り返 しながら購 こあった活動を深めていく

○ 本事例 の特色

生活委員会 で は、前期生徒総 会で 「時間で動 ける学校 に しよ う」 とい う目標 を掲 げ、チ ャイ

ム着席 を守 るな どの活動 を行 った。具体 的には、毎時間 の点検活動を行 ったが、活動 が終 わ る

と元 の状況 に戻 って しま うのが現実 だ った。
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そ こで、本委員会で は点検活動を しな くて もチ ャイム着席 が守 られ るに はどう した らよ いか

を協議 ・検討 した。 その結果、本委員会だ けの取 り組 みで は限界 があ るので、他 の委員会 に協

力 を依頼 す ることで目標を達成す る ことに した。早速 、生活委員長 か ら、中央委 員会を通 して

下記 の内容 で協力を依頼 した。

チ ャ イ ム着 席 キ ャ ンペ ー ン活 動 に つ い て

B中 学校生 徒会 生 活委員長

生 活委 員会で は、「時 間で動 け る学校 に しよ う」 とい う目標 を もって点検 活 動 を行 って

きま した。 しか し、肝心の チ ャイム着 席がで きない人がた くさんいます。 これで は、委 員

会の 目標 はいっ まで たって も達成で きません。そ こで、他 の委員会 の力 を借 りて、少 しで

もチ ャイム着 席を守 って もらお うという 「チ ャイム着席 キ ャンペー ン活動」を提案 します。

ご協力 をお願 い します。

〈方 法〉 ①本部役員会…活動のバ ックア ップ と全校 への呼 びかけ ②学級委 員会 …授

業の準備の呼 びか け ③ 美化委員会…机 の整頓 とゴ ミ拾 いの呼びか け ④ 放

送委員会…昼の放送で活動 の呼 びか け ⑤一般生徒 …活動 の ポスター と標 語

の募集

〈期 間>10月4日(月)～10月13日 團の2週 間

上記 の内容 で全校 に呼 びか けた。生活委員会の顧問か らも先生方 に協力をお願 い した。

チ ャイ ム着 席の状況(1週 間の延べ人数の割合)

活動 前の席 にっ いて いない人数(%)は 、1年 生(15%)2年 生(7%)3年 生(20%)が 、

活動 中 は1年 生(5%)2年 生(5%)3年 生(8%)と 約3分 の1に 減 った。

ア ンケー トの実施

各学年1ク ラス(合 計108名)に 、以下 のよ うな内容 で実施 し生徒 の動 きを評価 した。

①活動 に協 力的だ ったか …83%の 生徒が、 あま り協力的だ ったとは思わ ない と答え た。

②意識 して席 にっ いたか …71%の 生徒が、意識 したと答え た。

この ア ンケー トとチ ャイム着席 の状況か ら以下 の ことが考え られ る。

① 活動 に協力的 でなか った原因 は、関係 した委員会の委員長か ら各 クラスの委員へ十分伝わ っ

て いなか った。

関係 した委 員会 の顧問 と学級担任 の協力 が十分得 られなか った。

② 意識 して席 にっ いたか は、期間が短か ったこととポス ター ・標語 を作 ったことで良 い結 果

が出たのだ と思 う。 しか し、後期への委員会の引 き継 ぎ期 間は、また元に戻 った感がある。

以上 の ことか ら、以下の課題が残 った。

① 本部役員 会の理解 と協力を いか に得 るか。

② 教 師の指導 方針を明確 に し生徒指導及び委員 会の担 当教 師間 の連携 と協力体制を築 くこと。

③ 委員 会活動 は、 日常的な活動で あるので期 間を きめて取 り組 む もの とそ うで ない ものを区

別 して考 え ることが必要で ある。今回の活動 は、期 間を きめて取 り組 む よりは、 日常 的 に

取 り組 む ほうが効果 もあ る し、生 徒の力 にもな るので はないか と思 われた。
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▼

ウ.C中 放送委員会

フ レン ドリィ ・ブ ロー ドキ ャステ ィングの取 り組み につ いて 一一

前 年度 の生徒総会 では、いろいろな要望 が放送委 員会 に寄 せ られた。例 えば、 た くさん の

ア ンケー トを取 って もっと楽 しい放送 を して ほ しい、一 日の生 活時 間の予定 を放送 で流 して

ほ しい、登下校 時を含 めて昼 の放送以外で も放送 して ほ しい等 であ った。その中 には、取 り

上 げ る ことが難 しい もの もあ ったが、生徒 はかな り放送 の内容 に関心 を持 ってお り、放送 委

員への期待 も大 きい ことがわか った。そ こで、放送委員 会 と しては、実現可 能 な ものか ら順

次や って い くとい うことに した。

上 の よ うな申 し送 り事項 を引 き継 いで、今年度 の放送委 員会 は スター トしたが、1学 期 中

は成果 といえ るもの もな く、前年度の状況の ままであ った。

後期 の生徒総会 で は、 この ことを踏 まえて、 とにか く皆 か ら親 しまれ る活動 をめざ して、

「フレン ドリィ ・ブロー ドキャステ ィング」 をスローガ ンに掲 げ活動を再開 した。

具 体的 な方針 としては、①バ ラエテ ィに富んだ放送 内容 ②昼 の放送以外 の放送 の充 実

③生 徒会組織間 の有機的 な連携 の3っ の柱を立 てた。特 に③ の生徒会組織 間の有機 的な連携

に重 点をお いて活動 に取 り組 む ことになった。

一(後 期の取 り組み)一 「を ミ　
雌.闘

放送委員会

放送委 員会 と し

ての方針

・盛 りだ くさんの放送 を して ほ しい

・学校 行事 に関す る放送を して ほ しい

・部 活動 や生徒会組織 の活動を紹介す る放 送を して ほ しい

t

・生徒 の実態 の把握 具体的 な活動 内容を決定す るたあの

ア ンケー ト実施

`

・委員 会 として の取 り組み内容の検討 ・決定

よ り充実 した放送を 目指す ため に、

他 の組織 との連携を図 る

・中央委員会1

　灘

}

i

t

・生 徒会本部 、各種委員会、部活動等へ の取材協力依頼

1

全校生徒へ の呼 びかけ

↓

実施(観 察 ・施行期間)

↓

反省(次 の活動へ)

」
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○ 本事例 の特色

このよ うな流れを もって活動 に取 り組 んだ結 果、具体 的に は次 のよ うな生 徒会組織間 の連 携

が み られた。

給食 委員会 との連 携で は、給食の献立の紹介 や栄 養にっいての放送

図書 委員会 との連携で は、本の紹介 などの放送

生 徒会本部 との連携 では、前年度 の合唱 コ ンクールの優勝 曲の放送

各学 級 との連携で は、各学級 の紹介 の放送

部 活動 との連携で は、活動内容の紹介や部員 の募集 な どの放送

以 上 の よ う な活 動 を 通 して 、 どれ く らい生 徒 の 間 で この実 践 が評 価 され て い るか 、 ま た意 識

さ れ て い るか にっ いて ア ンケ ー トを と る こ と にな った 。

調査対象1年 生169人2年 生132人3年 生122人 全体423人

1,1学 期に比べて放送委員会の活動は活発になりましたか。(単 位名:%)

ア なったと思 う020406080100

イ 変 わ らな い

ウ わか らな い

1年 生

2年 生

3年 生

全体

一
43.9

雛 霧 ・s.・

52.5 雛 13.9

40.7 」24多
勿

灘
筋霧 %

〃
洗

鮪

弔
〆

γ

'

/

乏

r
.「

・
.
2

.

/

ア

イ

ウ

ロ

閣

口

2,給 食委員会か らの放送や図書委員会からの連絡を通 して、

生徒 会活 動が盛 ん にな った と思 いま すか。

ア な った と思 う

イ 変 わ らな い

ウ わか らな い

0

(単 位 名:%)

20406080100

1年 生

2年 生

3年 生

全体

38.5 321犠
〃
2
%轍 御

.

多

.

・0.9-獄1鵜

41

40

za.s

::・

ア

イ

ウ

ロ

目

口

髄 雛22・ ・1

3,こ れか ら各学 級 の紹 介 や部活 動 のPRな どを や って い こ

うと思 って いま すが、 この ことにつ いて ど う思 い ますか。0

ア ぜ ひ や って ほ しい1年 生

イ あま り興 味 が ない

ウ わ か らな い2年 生

3年 生

全体

(単位 名:%)

204060801DO

髪

眉

髪
〃

.7鯵173 25.8

39.3 微 霧i雛 ・・5

41.1 .第%憲z6写/222

ア

イ

ウ

ロ

隠

口

上 の結果 か らわか るよ うに、放送委員会 が単独で活動す るより も、 いろいろな組織 に呼 びか

けて、連携 を もった活動の方 が生徒会活動 の活性化 にっ なが ることがわか った。 そ して、・各 委

員 会の担 当教 師 の協力や委員会指導 の徹底 が必要だ とい うことが再認識で きた。
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エ.本 事 例 で の活 動 に対 す る生 徒 の感 想

A中 体 育 委 員 ・他 の委 員 会 の人 もボ ー ルの 貸 し出 しに っ いて考 え て くれ るの で よか った 。

・体 育 委 員 会 の頑 張 りを皆 に知 って も らえ た 。

・当番 を忘 れ そ うに な って も放 送 で わ か る し、生 活 委 員 の 呼 びか けで チ ャ イ

ム着 席 が で き る と思 う。

・他 の委 員 会 が 協 力 す る と、 い ろん な呼 び か け の仕 方 が で きて よ い と思 う。

一 っ の こ と しか で き な いの で はな く
、 そ の委 員 会 に よ って や り方 が 違 う の

が お も しろ い 。 ま た、 い ろん な委 員会 が協 力 し合 え る点 も よ い と思 う。

・放 送 委 員 会 の協 力 に よ って 、 友達 同士 で声 を掛 け合 って外 で遊 ぶ こ とが あ っ

た の で とて も良 い と思 う。

・保 健 委 員 会 に ポ ス タ ーを い ろん な所 に 貼 って も ら った 。 も うち ょっ と 目立

つ と ころ に貼 って も らえ る と よ い。

・学 級 委 員 会 で ボ ー ルを 借 り る と きの マ ナ ーに っ い て も呼 びか けて も ら い た

い 。

B中 生活委員【 ・最初 はとて も面倒 な仕事だ と思 いま した。で も、よ く考 えれば生活委 員 と

して 当 た り前 の仕 事 だ し、 そ ん な に大 変 な こ とで もあ り ませ ん で した。 そ

れ に、 キ ャ ンペ ー ン中 はみ ん な も早 く席 に っ い て くれ た し、結 果 的 に は と

て もよか った と思 い ます 。私 は、 この活 動 を通 して 、生 活 委 員 と して の 自

覚 が もて る よ うに な った と思 います 。 活 動 の前 は、 座 って な い人 が い て も

気 に な りませ ん で したが 、活 動 中 、 ま た は そ の後 で は 、少 しで も座 っ て ほ

しい と思 え る よ うにな った か らです 。 そ して、 「学 校 を 、 少 しで もよ く… 」

と考 え られ る よ うに もな りま した。

・前 は チ ャイ ムが な って も廊 下 で遊 ん で い た人 が、 最 近 は教 室 に入 って くれ

る人 が増 え て きた 。少 しだ け ど、 教 室 の移 動 の と き も遅 刻 者 が減 り授 業 が

す ぐに始 あ られ るよ うに な った。 私 自身 は、 先 生 が く る前 に教 科 書 を 用 意

で き る よ うに な り、 ゆ と りを もて る よ うに な りま した。

C中 放 送委 員 ・今 まで は放 送委 員 だ け で活 動 して い ま した が、 今 回 他 の委 員 の 人 と一 緒 に

仕 事 を して とて もよか った と思 い ます 。 た だ単 に曲 を流 して 時 問 が き た ら

終 わ る この よ うな や り方 よ り、 み ん な で協 力 し、給 食 の コ メ ン トを

流 した り した方 が 聞 いて い る人 達 に と って もお も しろ い の で はな い で し ょ

うか 。(困 った点 は、放 送 時 の マ ナ ーが 守 れず 、笑 った り騒 い だ り して い た

こ とで す 。)

・私 は、部 活 動 紹 介 の 日に担 当 が ま わ って きた こ とが な い の で よ くわ か り ま

せ ん が 、 聞 いて い る立 場 と して新 しい取 り組 み は よ い と思 い ます 。 こ れ か

ら も、 もっ と部活 に っ い て調 べ 、 この活 動 を続 け た ら楽 しい放 送 に な る は

ず で す 。

もっ と も っ とみ ん な に好 感 の もた れ る放 送 を こ ころ が け た い と思 って い ま

す 。
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3研 究の まとめ と今後 の課題

本 研究 のね らいは、生徒会活動 を活性化 し生徒一人一人の意欲を高め るために、 どのよ うに

生 徒会組織間 の有機 的な連携 を図 るかにあ った。

具体的 には、本部役員会 を中心 とした生徒会組織 に、一 人一人の生 徒が もっ問題 や意見 を 反

映で きる明確 な流 れを作 ること、また、 これまで個々の委員会活動の範囲を越えることのなか っ

た活動へ関連 のあ る他 の委員会 を積極 的に関 わ らせ、多 くの生徒 に活躍す る場 を与えて 、全校

規模で 自発的 、 自主 的な活動 を促 してい くことであ った。

そ こで、実践課題 として、体育委員会 の 「ボール貸 し出 し活動」、生 活委 員会 の 「チ ャイ ム

着席 キ ャンペー ン活動」、そ して放送委員会の 「フ レン ドリィ ・ブ ロー ドキ ャス テ ィ ング」 を

取 り上 げたが、その成果 をま とめ ると以下 のよ うになる。

ア ーっ の活動 に多種 の委員会 を関わ らせ ることによ って、,責任を 自覚 して活動す る生徒 が 増

え 、みんなで学校 を作 ってい るとい う意識 を引 き出す ことができた。

イ 効果 的に活動 を進 め られ るよ うにな り、生徒 に充実 した学校生活 が送 れ るよ うにな った と

実感 させ ることがで きた。

ウ 生徒一 人一 人の集 団生活 への参加意識 が高 ま った ことによ り、生徒会活動 に とどま らず、

学級活動 な どに もその意 欲が反映 され るとい う波及効果 がみ られた。

工 関連 す る委員 会の歩調 が合わな いと、取 り組 みの開始 などにずれが生 じ、ま とま った活 動

へ発展 す るまで時間がかか った。

オ 複数 の委員 会が動 くことで、それぞれの委員 会の担 当教 師間の連携 が促 され、指導 側 の組

織 の在 り方や生 徒会活動 の共 通理解 に対 して多 くの示唆 を与 えた。

また、今後 の課題 と して次の ことが考え られ る。

ア それぞれの学校 行事や生 徒会の 日常 的な活動 の中で、 どの委員会 の活動 が連携 し合え るか

を、年 間を見通 して計 画 して い くこと。 また、そのたあの指導体制 を どの ように整え て い

くか という点 につ いて、教 師側の共通理解 の もとに、早期 に方針 を打 ち立て ること。

イ ー 人一 人の意見 が反映 された生徒会活動 を展 開す るたあに は、生徒 が学 校生活 に対 して 問

題意識 を もってのぞんで いること。 また、 自分 の意見 を 自由に述 べ る環境 が保証 され て い

ること。

ウ 中央委員 会が有 効 に機能 しない と、生徒会組織 間の連携 が中途半端 に終 わ る結 果 となる。

工 生徒 が活動 す る時間を計画 的に確保 し、教 師 は粘 り強 く指導 にあた ること。

これ か らの生徒会活動 をよ り活 発な ものにす るためには、上記 の ことをふ まえ、指導 者 で あ

る教師 の意識 の変革 を促 す とともに、継続 的な生徒会活動 を実践 してい くことが大切 であ ると

思わ れる。
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皿 第2分 科 会 「生 徒 が 創 意 を発 揮 し、 主体 的 に取 り組 む 、魅 力 あ る 学級 活 動 の 工 夫」

1副 主題設定の理 由

学級 の係活動な どにお いて、生徒たちは教 師か ら指示 された ことはきちん と行 う。 しか し、

自分で次の活動を考え た り、主体的 に行動 す ることはあま りない。 これ は学級活動 が 自分 た ち

の活動 であ るとい う自覚 と、 自発的 に企画 した り、 自 ら中心 になって活動 しよ うとす る意欲 に

欠 けてい るたあで はないだ ろうか。生徒 は、学級 において 自分の能力 を発揮 し、活動 に生 か し

たい とか、 自分の よい点 を理 解 され、他人 のよい点を認識 したいとい う気 持 ちを もって い るは

ず であ る。そ こで、本分科 会で は、生徒一人一人 が自 ら興味、関心を持 って参加 し、その過 程

で 、お互 いのよ さを認 め合 うことので きる学級活動が必要 だと考えて、本副主題 を設 定 した。

2研 究 の内容

(i)研 究構想 図

弼　爾」

応 生徒の現状と課題・多様 な興味 、関心 を持 っている。
・学 級活動 に主体的 に取 り組 めず、指示[

を待っ場合 が多 い。
・自己中心的 な発想が根強 く、お互 いを

認 め合お うとす る態度が乏 しい。

擁 戯糠轄慰翻

i

・i

主

!活 動 の必要性 を感 じてい る。
・生徒 が主体的 に活動 で きる指導、援助

の工夫が十分 ではない。

・教 師主導型 の学級活動 に偏 りが ちな傾

1向 がある。一 一

嚥 槍億を発臥 漏 繍 蕊 魅力ある学級癬1
一====___」-

1
仮 説 一 一 「

「 亜 颪 味欄 心を生帆 纈 材を設定し、グ,レープ戦 で学習溌 表する。となどの

活動 を工 夫 させ ることによ り、生徒 は主体的 に活動 し、 お互 いを認 あ合 う経験 をす るであ}

L竺2三9こ とが・生徒に自信を持竺 ・学級活動への参臆 欲に結びっくであろうL」一

1

9
倉

0
0

4

研究 内容 ・研究方法

研究構 想図

学級活動 に関す る生徒 、教 師の意識調査 と考察

グループ単位 での学 習、発表 などを取 り入れ た学級活動の指導計画 と実践例

授業研究 の実践 と成果

(5);@1の 学級醐 の成果 と生徒 の変容

一 一一『 一

研 究 の ま と め と 今 後 の 課 題
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(2)学 級活動 に関す る生徒 ・教師の意識調査 と考察

生徒 は学 級活動 につ いて どのよ うに考えて いるのか。友人 との関係を どの よ うに考 えて い る

のか。現在 どの よ うな ことに興味 ・関心を持 って いるのだ ろうか。また教 師 は、学級活動 に生

徒 の個性 や主 体性を どの よ うに生かそ うと して いるのか、実際 はどのよ うに感 じて いるのだ ろ

うか。 これ らを教師 ・生 徒双方か ら調査 し、その実態 を把握 しよ うとした。

《ア ンケー ト結 果か らわか ること》

教 師125名 と生徒約1400名 にっ いて ア ンケー トを実施 し、それぞれ の現状 と意識 を調 査 し、

グ ラフを作成 し考 察 した。

ア 生徒 への ア ンケー ト

① 「学級活動 に積極 的に取 り組 んでいますか」

「積極的」 が65%と 半数以上 が 自らを積極 的に学級活動 に取 り組 んでい ると して いる。

② 「ク ラスの仲 間のよい ところを見 つけ るよ うに努力 しています か」

「努力 してい る」→70%近 い生徒 が、友 人を認 める努力 を して い る。

③ 「係活動 や班活動 で、 どんな ときに友達 のよい点 を強 く感 じますか」

休み時間 や放課後 、行 事の ときな どが多 い。

④ 「あたなが興味 を持 って調 べたい と思 うことはどれですか」

スポーッや芸能 か ら語学 や文学 にいた るまで、生徒 は多種多様 な興 味 ・関心 を持 って い る

ことが うか がえる。

① 学割ビ舌動は楽しいですか

工 全然楽しくないro .曝》

ウ あまり楽しくない

す'く 楽しいqOin

しい 雌77.2=,

② クラスの欄 砿 噺 を
見つけるよう1ご努力していますか

工 全然努力していないf6.3p

ウ あまり努力していな

たいへん努力しているq2.露,

腎力している(566紛

㎜

㎜

伽

珊

柵

謝

㎜

㎜

9

O 係活重胱b班活璽於 、どんな時に

友達の良い点を強く感じますか

ア
イ脹欄 や鰹 事璽 物 幽 響 懲 り酬 しな、、

④

㎜

伽

㎜

柵

謝

㎜

㎜

0

あなたが興味を持って調べたいと

思うことはどれですか

医学

イ 教 師へ のア ンケー ト

① 「学 級活動 を行 うなかで生徒 の興味 ・関心を題材 に した ものを取 り入れ る必要 があ ると思

いますか」
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「思 う」が98%と 生 徒の興 味 ・関心 を取 り入 れる必要性を多 くの教師が認 あてい る。

② 「学級活動 を行 うなかで生徒 の興 味 ・関心を題材 に した ものを取 り入れて いますか」

「取 り入れて いる」が45%、 「取 り入れて いない」が55%と 生徒 の興 味 ・関心 取 り入 れ る

必要性 を感 じなが ら、実際 には取 り入 れ ることの難 しさが うかがえ る。

③ 「生徒 は学 級活動 に主体的 に取 り組 んでい ると思 いますか」

「取 り組んで いる」が48%、 「取 り組んで いない」が52%と ほぼ半数 ずっに分 かれた。

④ 「学 級活動を行 う上で生徒主体の活動が必要 だ と思 いますか」

「思 う」 が97%、 「思 わない」 が3%と 生徒が主体的に学級 活動 に取 り組 む必 要 性 を教 師

の多 くが感 じている。

⑤ 「学級活動 を行 う上 で生徒主体 の活動が十分 にで きてい ると思 います か」

「で きて い る」 が32%、 「で きていない」が68%と 実際 に生 徒主 体 で の学 級 活動 の展 開 が

多 くない ことがわか る。

① 掌畷 弊 三勧縣.鋤 を

塵o入 ねるd彊防「あると忌う,

ウ あまり2わ奪い の8即

イ 思う`循4,

ア すごく思う 惚3.8勘

② 郷 伽 監徒の顛奪・闘Wf

職り入れているか

工 全くいない`L68,

ウ あまりい6いfY.昭,

3あ まあいも(A,

0

ウ あまりいない 【解6竃P

主徒は学翻話卿こ主偽的に
融縄んて」いると思うか

イ 激あまあいる{聡}

生罐主搾の撃口悟9μ

④+分 。で9てNELEう 浄

ウ あまり思わatel32別

イ 思う`68膨}

塾
■__
巳

囎一一

、 '

、 ゾ
面」麟t '

〆、
一 一'

ア すごく思う12898駆

⑤
字壊居動に生捷主捧の

唐脅ぷ必更だと阻うポ
r

工 全くいない`躍6勘 ア よくいるQ.6S1

ウ あまりいGい169,

ホあまあいるτ3の

この2っ の調査か ら、生徒の興 味 ・関心 は多種多様で ある。また、学級 の生徒 間の関 係

は個 人的 なっ なが りが強 く、互 いに認 あ合 う機会 が仲 のよい友人 と一緒 にい るときや、 行

事 で友人が活躍 したときなどに限 られ、互 いに理解 し合えて いる とはいえな い。学級 活 動

について は、教 師 は生徒が感 じてい るほど積極 的な取 り組み がなされて いる と思 って い な

い。そ して、教師 は、生徒の興 味 ・関心 を生か した学級活動 を展開す る必要性 を感 じなが

ら、題 材設定 など教師主導型 に偏 りが ちにな る傾 向にある。 こうした現状 を もとに、生 徒

の興味 ・関心 を生 か した生 徒主体 の学級活動 を体験 し、互 いに認 め合 う機会 を設定 す る こ

とが必要 であ る。
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(3>グ ループ単位での学習 、発表な どを取 り入れた学級活動 の指導計画 と実践例

題材 「生徒 の興味 ・関心を生か し、主体 的な活動 を促す」

題材 のね らい

・興味関心 のある ことに取 り組 ませ ることで、主体 的に活動 させ る。

・班単位で活動 させ る ことによ り、班員がお互 いを理解 し、認 あ合 う。

・発表会を通 して ク ラスの仲間 のよさを認め合 い、学級 と しての結 びっ きを深 ある。

指導計 画:4時 間扱 い

〈事前 の活動〉 資料1ゲ ーム例

・生徒 の学級活動 への意識、友達 のよ い と

;饗1激 謝 などについての 人含物翫 鯛 ズ
〈第1時〉 卿 囮 薗 齢 圃 國

①意識づ け

・ゲー ムや クイ ズを行 い(資 料1)、 学級

活動 において主体的 に活 動で きて いない

こと、また仲のよい友達以外の クラスメー

トのよ い点 を意 外 と知 らな いことに気 づ

かせ る。

・アンケー ト結 果を提 示 して今のゲー ムで

分 か った 自分 たちの実際の意識 とのず れ

に気 づかせ、活動 への動 機づ けとす る。

② これか らの活動内容の提案

・班 ごとに興 味 あることを調べ発表会 を行

う。

・今回の活動 を通 して クラスメー トの よ さ

を知 る。

・実行委 員会を組織 して主体的に運営する。

・調査方 法、発表方法の例を説明。

③実 行委員 の選 出

(放 課 後)

実行委 員会

・ア ンケー トにある生徒の興味 ・関心 を も

とに発表内容 の ジャンル分 け(資 料2)

・実行委員会活動計画 の作成

趣味 歴 璽國 匝1睡 〕厘巫巫i

夢 圃[璽 翅 囮 匠i亟極瑚

酬1…〔コ[コ 〔コ〔 〕[コ

イ司 八 当 掃 か か?二 劇 糎 珍のク

ラフζノーみ～㍗ヲ

5人 盆齢 ノ獄 λ1扶1駄tんr.:.ワ ラスの11欄・硫 を

良伽 π ・ゐ,3編1ゴ,k人1け あ縞1緯'1ガ

写な力㌧た.λは ・・

資料2 ジ ャンル分 け例

1ジ

う

し

1レ

調 べ・る 肉 容

▼7うトP7
守+ン う。 ・ 夜 殴 料 理.釣 コ

う荒 行 ザ 占 ラし ・ 邑 い フ7リシ 馳ン ・CD・ 頼 孝実

芸Ac 古 肯芝界7rス!ニ ー ・ 映 画 「Pゐ い

zt° 一'h うo[コ 聖千…英7り 一 ら"・ 才,↓ ヒ。・ソb

進S; 職 業 施弓鼠りち瑳 受験

注 物 植 物 重わ物
闘

言語 ・丈 學 読 書.友 硝 澱.・ 強 誌s*債 碓 理

・1青級 テLヒ π つ〒 三コ レ ・ 八。ソ こ]ン ニ 斗 一 スー

題 然 太 ・睡.軸 恐 も

機 嫉 車F1プ ラ モT'し パ》 ク

ま± 会 轍 争 政 ・台 経 坊 ・歴実 瑛・皇 慧 掌

医 尊 秦品 保 有

日本 丈 化 驚 ソ 速 築 す宅う

イ呆官 榔 ランテ・了 手 誌
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・希望調査用紙作成

(短 学活)司 会:実 行委員会

・活動計画 の発表(資 料3)

・ジャンル分 けを発表 し、希望調査を取 る。

(放 課後)

実行委員会

・希望 の ジャンルを生か した グループ分 け

を行 う。

(短 学活)司 会:実 行委員会

・グループ分 け発表(資 料4)

・テーマの準備 の指示

ジャンルの中 で特 に興味 のある事柄 にっ

いて下調べ を して企画書(資 料5)を 作

成す る ことの指示。

<第2時>P20～22参 照

資料3 活動計画例

① ジャンル分 け ・希望調査作成

②希望調査 を行 い班分 け

③各 自が下調べ

④班 で話 し合 いテーマ決定

⑤班 ごとに研究調査 ・発 表準 備

⑥発表会

⑦発 表会 のま とめ

資料4

① テ ー マ相 談(写 真1)

・各 自考 え た テ ー マ を持 ち よ り、 グ ル ー プ

で相 談 して 仮 決 定 し、 発 表 す る。

② テ ー マ決 定(写 真2)

・各 班 の テ ー マ にっ いて 質 問 し合 い、 ま た

検 討 後 決 定 す る。

③ 調 査 方 法 ・発 表 方 法 の話 し合 い(資 料6)

・テ ー マ に応 じた方 法 を考 え る。

(放 課後)

グループ ごとの活動

・グループ内の係分担

・発表会 までの活動予定 の立案

・テーマに添 った調査研究

・発表会 の準備 、練習

班長 会 実行委員会主 催、教師 も入 る。

・各 グループの進行状況の確認

・各 グループの発表形式 の把握(時 間、方

法)

・発表会 まで のスケ ジュールの確認

グループ分け例

資料5 企画書例

.の樋 の潟 ,⑳ 辮 ○○○○ ク早ク1レl/化

そ・Rp獅 麓 卿 柑 に く)

團 (帽 禁の脇 にと

(・厩 紬 御 で

漏 糠 蹴 酬 欄貿艦
ひ/5PR

掴1幽 罐 編 榊1二櫨
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実行委員会

・発 表会事前準備

司会者 など全体の係分担

プ ログラムの作成

必要 な用具 などの準備

・評 価方法 の検討、記録用紙の作成

く第3時 〉

発 表 会(写 真3)

・実 行 委 員 会 の司 会 で運 営 す る。

・グ ル ー プ ご とに、 調 べ た こ とを発表 す る。

・学 級 全 員 に記 録 用 紙 を配 り、 各 グ ル ー プ

の よか った と ころ、 た めに な った と ころ、

ア ドバ イ ス 、質 問 を記 入 す る。

(放 課後)

実行委員会

・記録用紙 を集計 してま とめ、 自己評価 、

相互評価 についての準備 をす る。

(短 学活)

・質問事項 を各 グループに知 らせ る。

(放 課後)

・各 グループ は質 問の答 を用意 す る。

〈第4時 〉

発 表 会 の ま とめ

・記 録 用 紙 の集 計 を ク ラス に発 表 す る。

・質 問 を受 け た グル ー プ は 、 ク ラス全 体 に

答 え る。

・活 動 に対 す る 自己評 価 ・相互 評価 を行 う。

。学 級 活 動 に 関 す る意 識 変 化 に っ い て ア ン

ケ ー トを行 う。

(放 課 後)

実 行 委 員 会

・ア ンケ ー ト集 計

・今 回 の活 動 の ま とめ
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資料6

〔調 査 方 法 例 〕

・図書 館 な ど の文 献 ・新 聞 、 雑 誌

・訪 問 ・イ ン タ ビ ュー

〔発 表方 法 例 〕

・模 造 紙 ・寸 劇 ・録 音 ・OHP

・写 真 ・物 品 展 示 ・プ リ ン ト

・紙 芝 居 ・CDを 流 してDJ風

・デ ィベ ー ト ・イ ンタ ビュ ー

・ク イ ズ

写真1

写真2

テーマ相談

写真3

藩

響

テーマ決定

;罵 鱒SQ'5

〆 謹『

議l
Jl

塾∴ ㌔
発表会



(4)授 業研究 の実践 と成果

ア 授業研究 の実践

① 題材 「生徒 の興 味 ・関心 を生か し、主体的 な活動 を促す」

② 活動 のテーマ 「各 グループで発表 のテーマや役割 分担を決め、発表方法を考 えよ う一

③ 活動 のね らい

・班 中心 の話 し合いか らテーマを 自分 たちで決 め、 自主的 な活動 を行 う。

・グループでの話 し合 いや活動 か ら他 の人 のよい点を認め合 う。

・発 表内容 。発表方法を工 夫 し話 し合 うことで各 自の創意 を発揮 し、主体的 な活動 を行 う

④ 活動 の過程

〈事 前 の活動>

a生 徒 の学級活動へ の意識、友人のよい ところの認識、生徒 の興味 ・関心 な どにっ いて

ア ンケー トの実施。

bア ンケー トの結果を提 示 し、活動 への動機 づけ、提案、実行委 員 の選 出。

c実 行委員 による活動 案の作成 、発表 内容 の ジャンル分 け、 グループ分 け。

dグ ループの決定、 グループによ るさらに細か いテーマの相談。

e生 徒それぞれ発表 したいテーマにっいて企画書 の作成。

<本 時の活動>

a事 前 に各 自で調べて きた発表 したいテーマの発表。

bグ ルー・プ討議 によるテーマの決定。

c発 表方法、調査方法の検討 。

⑤ 本時の展開

「一一一 一一一};
学習の流れ 、 活

活動 のは じあ

階 動の麟

動 の 内

司会か ら話 し合 いの進 め方 の説 明を聞 く

容 指導上の留
『 }

聞 く 。 あ らか じめ各 グ

ジ ャ ンル を ま と

ン ト を 配 っ て お く 。

班 長 の 司 会 で 各 自が 調 べ て き た テ ー マ につ い て ,

発 表 す る。 る 。

企画書に基づ いて発表引

発 表 さ れ た テ ー マ にっ いて グ ル ー プ で 話 し合 い ・カ ー ドを使 って 前 の 黒 板:

意 見 、 感 想 を発 表 し、 テ ーマ を決 定 す る。 に張 る。

各班 の テー マにっ いて実行 委員 が質 問 を し、 そ

れを受 けて更 に各班で検討 す る。

お互 い の よ い点 を 認 め 合

1え る よ う確認 す る。
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他 の班 に調べて ほ しい ことの要望 を出す 。

決 定 した こ とを班 長 が ま と め る。 全員 が話 し合 いに参加 し

て い るか観 察 す る。

決定 した テーマ に従 い調 査方 法、 発表 方法 を話 例 を示 し、 イ メ ー ジを 膨

し合 う。 ら ま せ る 。

活動 の ま とあ 司会 がま とめを行 う。 話 し合 いか ら得 た こ とを

教 師 に よ る助 言 、 ま とめを 行 う。 今後 の活動 に生 か す こと

実行委員 が今後 の予定を連絡す る。 の重要性 を理解 させ る。

⑦

a

b

c

d

⑥ 評価 の観点

a自 分 たちでテーマなどを決 める ことにより主体 的な活動 を 目指 せたか。

b班 で話 し合 うことによ り他 の人 のよい点を理解 す る意欲 を高 め ることがで きたか。

c発 表 内容 、発表方法 や調査方法 などの話 し合 いを通 して、各 自が 自分 の創意 を生 か し

て取 り組 めたか。

今後 の活動

班 の中で役割分担、係分担 などを行 う。

放課後 の時間 などを使 いテーマにつ いて調べ る。

班長会 を行 い各班 の進行状況、情報 交換 を行 う。

全員 が本来の 目的通 り、個性を生か し自主 的に活動 してい るか を定期 的に評価 、反 省

す る。

e実 行委員 は発表会 にむ けて準備を行 う。

f発 表会を終えてか らの評価 にっ いて準 備す る。

イ 授業研究の成 果…生徒の感想か ら

〈主体的 な活動 〉

「自分た ちで いろいろな ことを考えた り、話 し合 った りす るのは とて も楽 しか った。」

「みんなの趣 味や考 えて いることが分 か って、いろいろな ことに興味 がわ き積極的 に なれ

そ うです。」

「実行委員 の人 がすすめ る学 活 はいっ もよ り楽 しく感 じられた。」

以上 の感想 か ら、生 徒が楽 しく、主体 的に活動 で きた ことが分か る。 また、話 し合 い の な

か で友人 と主体 的な深 い関わ りを もてた ことも分 かる。

〈良 い点 の理解〉

「みんなのよい ところ、悪 い ところ も見っか りま した。 よいところを見せて くれた人 の真

似 を したいです 。」

「実行委員 の人 が一生懸命頑張 っていてか っこよか った。」

以上 の感想か ら、生徒 が素直 に友人 のよい点を認 め、そのよ い点 を積極的 に自分 に取 り入

れ よ うとして いる ことが分か る。
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〈創 意 を生 かす 〉

「す ご く難 しい こ とを考 え よ う とす る人 が い て す ごい と思 った 。」

「自分 の興 味 の あ る こ とを調 べ るの で 楽 しみ で す 。 い ろ い ろ な工 夫 を して 楽 しい発 表 会 に

した い で す 。」

以 上 の感 想 か ら、今 回 の活 動 は生 徒 の興 味 ・関 心 を 引 きだ し、創 意 工 夫 を しよ う とい う意

欲 を もた せ て い る こ とが分 か る。

(5)今 回 の学 級 活 動 の成 果 と生 徒 の 変 容

ア 成 果

① 学 級 活 動 後 の ア ンケ ー ト

・ 「自 ら進 ん で活 動 で きた」 と答 え た生 徒 は75%を 超 え て お り、積 極 的 に取 り組 ん だ生 徒 が

多 か った こ とが うか が え る。

・ 「グル ー プ の 中 で 自分 の意 見 が 発 表 で きた」 と答 え た生 徒 は、70%を 超 えて いる。 しか し、

この項 目 に対 して は、 あ ま りで きな か った と感 じて い る生 徒 も少 な くなか っ た。

・ 「グ ル ー プ の中 で 自分 の役割 を果 た せ た」 と答 え た生 徒 は80%近 くに達 し、 任 され た こ と

に対 して は よ くで き た と思 って い る生 徒 が多 か った。

・ 「友 達 と協 力 で き た」 と答 え た生 徒 も75%を 超 え て お り、 友 達 の よ い と ころ が分 か った と

感 じて い る生 徒 も多 か っ た。

② 生 徒 の感 想

〈自 己 の変 容 〉

・いっ もは 、ふ ま じめ だ が今 回 は一 生 懸 命 に や った 。

・協 力 す る大 切 さ が分 か っ た。

・やれ ばで き る とい う自信 が持 て た。

・みん な で調 べ る事 が とて も楽 しい と思 った 。

・班 の 中 で 自分 の役 割 を し っか り果 たす よ う努 力 した 。

・他 の 人 が 自分 の意 見 を真 剣 に聞 いて くれ て うれ しか った 。

〈お互 い を認 め合 う力 〉

・ど うや った らみ ん な に分 か りやす いか い ろ い ろな案 を 出 して考 え た。

・友 人 の意 外 な一 面 が見 られ た 。

。自分 と違 う考 え の 人 が い る こ とが よ く分 か った 。

・休 ん で いた 人 の こ と も考 え て手 伝 った り した。

・ 『手 話 の発 表 』を見 て 自分 もや って 見 よ う と思 った 。

。あ ま り話 した こ とが な か った けれ ど分 か らな か った と ころ を教 え て くれ た り して頼 り に な

る人 だ と感 じた 。

〈活 動 を通 して の感 想 〉

。この活 動 に よ って班 の 中 が ま と ま って きた 。

・ま た この よ うな発 表 会 を や りた い。
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イ 生徒 の変容

① 成果が見 られた点

・活動 の中で各 グループに質問をす る時間を設 けたが、 これによ って グル ープ相互 の活発 な

意見交換 が行 われ、 その後 の活動が活性化 された。

・共通 の興味 ・関心 を もとに グループを構成 したが、活動 が進 む中で 自分 と違 う意 見を持 っ

人 もいたが、 お互 いに認 あ合 い、協力 してい こうとす る姿勢 がつ くられて いった。

・ク ラス全員 の前 で発表す ることによって 自信 がっいた と感 じる生徒 が多 か った。

・他 のグループの発表 を見 て、 さ らに工夫 しよ うとす る姿勢 が見 られた。

・学級活動 に対 して魅力 を感 じ、 ク ラスのために何か しよ うとい う雰囲気 が生 まれ、係活 動

で の新 しい活動 が始 ま った。

・発表方法 を検討 して い く上 で他 の人 に分か って も らお うとい ろいろな角 度か ら工夫 し、 創

意 を発揮 しよ うとす る姿勢 が見 られた。

・グループ活動 の中で自分 の役割 を果 たそ うとす る責任感 が育 って きた。

・教師 自身 が活動 の過程 で生徒 の能力 や適性を再発見す ることがあ り、今後 の指導の大 いな

る糧 とな った。

②改善 を要 す る点

・実行委員 会を組織 して全体 の運営 を計画、実践 して い く上 で実行委員 の負担が大 き くな っ

た。

・グループによ って は班員 の構成が うま く調整 がで きな くて、一部 の人 に負担が かか って し

ま った。

・生徒主体 の活動を進 めて い く上で準備や指導 ・助言 のための時間がかか る こと も現 実 で あ

る。

③改善方法

。班長会 や実行委員会 の活動 に対 して教 師側 の粘 り強い援助 が大切 であ る。

・実行委員 の話 し合 いや各 グループ活動 にっいての指導 ・助言 のための時 間を確保 す る こ と

が必要で ある。

④学 習発表会を終 えての生 徒の変 容

「学 習発表会が楽 しか った」 と感 じた生徒 は90%近 くに達 した。学習発表会 の前後 に実 施 し

た ア ンケー トの結果 を比較 して見 ると

・ 「学 級活動 に積極 的 に取 り組 んで います か」 の問いには 「積極的」 と答 えた生徒 は、65%

か ら75%に 増え、学習発表会の活動 を通 して積極的 に活動す る生徒が増加 した ことが うか

がえ る。

・ 「友達 の良 いところを見つ け る努力 を したか」 にっ いて は70%近 くか ら77%に 増えている。

・ 「どんな時 に友達 の良 いところを感 じるか」 にっ いて は、今 まで他 の人 の ことに無関 心 で

あ った生 徒が意識 して いこうとす る割合が増 えて きて いる。

・今後 の活動 について はスポー ッ大 会や発表会 などを企画 し、自 ら進ん で活動 して いきた い

とい う声 も多 く挙 げ られてい る。
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3研 究の まとめ と今後の課題

本分科会 において は、教師主導型 に偏 りがちな傾向 にあ る学級活動 を、生徒 の興 味や関心 を

生 か した題材 を設定 し、 グループ単位 で学習 ・発表す る活動 を取 り入 れた。 この ことによ り、

生 徒 は主 体的 に活動 し、お互 いを認 め合 う経験をす る中で生徒 に 自信 を もたせ、学級活 動へ の

意欲 に結 びっ く工 夫を行 った。

(1)研 究 の まとめ

ア 主体 的な活動

生徒 の代表 に学級活動 の計画や運営を任 せ ることによって、 その活動意欲 が高 め られ る こ

とが実 際の活動 の様子 や感想 の中 に見 られた。生徒 だけで、実行可 能な計画を立て、実 際 に

運営 して い くことは容易 でないこと も現実 であ る。 しか し、学級担任 は助言援助者 に徹 し、

で きるだ け生徒 が主体的 に活動す るよう援助す ることが必要であ ると考え実践 した。 また、

各 テーマ毎 に小 グループに分かれ活動 した ことで、生 徒 は、責任 を もって行動 す る ことが で

きた。 さ らに、生 徒 の興味や関心 を もとに題材を設定 した ことで、いっ もよ り積極 的 に主 体

的に活動 す ることがで きた。以上 の ことか ら、今回の活動 は生徒一人一人 の学級活 動へ の参

加意欲 を高 あ るための有効 な手段 にな り得た と考 えてい る。

イ お互 いを認 め合 う経験

生徒 は、 ごく親 しい友達以外 は認 め合えず、狭 い範囲の友達の ことしか知 らない状態であ っ

た。今 回の活動 を通 して、ふ だん見 ることので きない級友 の姿 を見 る ことによ り、お互 いの

よい面 を確認 す ることがで きた。 このことが、今後 の生徒 同士 の関係 をよ りよい もの に して

い くと考 え られ る。 さらに、 この ことが生 徒に 自信 を もたせ、学級活動へ の意欲 に結 びっ く

と考 え られ る。

ウ 魅力 ある学級活動

生徒 は、学級活動 を日直の仕事や係活動 などを行 うこととと らえが ちで、当初 は自分 た ち

の興味や関心が学級活動の中 に生 か され るとは考えて いなか った。今回の活動を通 して、生

徒 は積極 的 に自分 たちの関心 のあ ることを調べ、発表 にも創意 を発揮 し工夫をこらしていた。

そのため、 自分 た ちでや り遂 げたのだ とい う成就感 にあふれていた。生徒 は、興 味 や関心 を

生 か した活動 に魅力を感 じ、積極 的に取 り組 もうと して いた。 この ことか ら、今回 の活動 は

生徒一 人一 人の学級活動 への関心 を高 めたと考えて いる。

(2)今 後 の課題

生徒一 人一 人が主体 的に活動 し、お互 いを認あ合 う経験 をさせ るためには、中学校3年 間を

見通 した継続 的な指導 が必要 であ るが、今後の課題 として、次 の ことが挙 げ られ る。

ア 今 回の活動 が単発 で終 わる ことな く、今後 に生か されるよ うに継続的 な活動 を行 い、 い

ろいろな方法 を模索 して い く必要があ る。

イ 学校行事 とのかね あいを考え、生徒 の活動 に時間的 に も無理 の ないよ うに計画 す る。

ウ 合同学級活動 などにより、各担任 の特性 を生か した指導を工 夫す ることによ り、よ り充

実 した活動 も期待で きる。

以上 の ことを考え、 よりよ い活動 ができるよ うに、私 たち教 師の姿勢 も含 め、今後 さ らな

る研 究を して いきたい。
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